
男女共学による木材加工1の実践

1 はじめに

新指導要領への完全移行を目前にして、男女の相互乗入れを、どの領域で、いっ、どんな学習

形態で展開したらよいのかといった論議や実践の報告を多く見聞する。本校では、52年度に、技

術・家庭科における男女共習の一試みグと題して研究紀要第21号に報告したのを始めとして、よ

りょい相互乗入れのあり方を求めて、共学を基本にすえて実践を進めてきた。

本年は、これまでの成果を'、まえて、学校の実情や、生徒の興味関心の度合い、生活への応用

と発展性のあるもの、男女の協力による相互理解の場が多く設定できるものー・ーなどの点を考慮

して、一年生で木丁.1と食物1の相互乗入れを共学で肥且むことにした。この領域の相互乗入れ

は、53年度にも実践したが、その際に残した課題を解決するための方策として、後述するように

履習方法や実習題材を変更するなどして、本年度の学習活動を展開してきたので、ここにその概

要を報告する。

合板によるボックスの製作^

Ⅱ研究のねらい

今回の実践では、次の三点に留意した学習を組織した。

1 教科の本質として、実践活動を中核とし九学習の場が多く設定されているが、なかでも木材

加工や金属加工などのように素材を力旺して製品化する加工学習においては、その傾向が強く

なってくる。そのため、活動場面も多く、生徒は、それなりに意欲を持って騒且んではいるが

作品の仕上がりを急、ぐあまりに、基礎的技術の習得や、それを裏打ちする理論的な学習がおろ

そかになり、満足のゆく作品が製作できないようになることもあった。今回のように、三ケ月

以上もの長期にわたって、ーつの素材ιて取ネ且むような場合には、作品のでき具合が今後の加工

学習への参加意欲に大きな影響を及ぼすことになる場合が多い。一人一人の生徒力ゞ作品を完成

することにより、成就感、成功感を味わうことができ九なら、正しい勤労感の育成にもっなが

り、キ艮気強さや創造的態度などの情意面での高まりをも期待できると思う。だからこそ、今回

の実践では、満足のゆく作品を完成させるのに必要な基礎的技術の習得と、理論学習の一体化

をはかって学習をネ且織してゆくことを大きなねらいとした。

2 指導要領の改訂により、時間数が、第一学年では年問35時間の削減となり、実技を伴う学習

展開の効率化をはかることが必要となってきた。今回のように、一年生で相互乗入れをすると

すれぱ、一領域当り20・)25時問の範囲でしか時間配当ができなくなる。その範囲内で指導要領

に示された木工1のねらいガ平易な力旺技術でつくれる木製品の設計と製作を通して、木材の
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特徴とその効率的な利用法にっいて理解させるとともに、木キ肋口工の基礎的技術を習得させぢ

を達成してゆくには、相当なてだてが必要となってくる。そのてだてのーつとして、今回の実

践では、これまでの板材の加工から脱して、思いきって合板を素材とし九製作学習を展開する

ことにした。このねらいは、

(1)加工が容易であるー・一強度が一様で変形力沙ない。木口、木端面のかんながけでよい。

佗)短時間で大型の作品が製作できる・ーー・木取りが容易。くぎ打ち接合がしゃすい。

侶)時間的なゆとりが得られ、基礎的技術の習得や理論的学習に力を入れることができる。

などである。しかし、合板による製作学習では、かんながけによるならい目とさか目の指導と

か、のこぎりびきによるたてびき刃の使用ができないなどの欠点、もあり、それを補足するため

の方策を考えておかねばならない。今回は、後述するように、スギの丸太から板をつくる授業

や、マツを便ってのかんながけの練習などを指導過程に組み込んで、欠点を補うような学習展

開とした。

3 今回の改訂で木王1では、塗装についての指導は削除され九。しかし、塗装することにより

作品の美観が高められ、そのことが生徒の作品に文すする満足感を充足させることにつながるも

のと考え、短時問ではあるが、塗装のための時間を確保することとした。
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Ⅲ 指導の実際

指導計画

指導計画の作成にあたっては、53年度の実践で問題点として残された点を次のように改めた。

住)時間配当については、表1のようにした。

クラスをA、B2班にわけ、初めにA班は木

工 1、 B班は食物1を15時間ほど履習し、

その後、 A班は食物1を25時間、 B班は木

工1を25時間連続で履習して、もう一度交

替し、 A班は木11の残り10時間を、 B班

は食物1を10時間学習する方式とし九。こ

の方式は、一学期末、ならびに二学期末の

評定を男女が伺一の内容でできるようにす

る意味で考えた。 表

② 53年度の実践と大きく異なる点としては

ア製凶の学習にあてた時間を短縮した。

イ総時間数を21時間から25時間としナこ。

ウ木材の性質、木工具の使い方の学習にあてた時間を大幅に'、やした。

工製作題材をスギ材による花びんしきから合板によるボックスの製作とした。

4

A班

5

木11
15時間

6 7

B班

8

食物 1
25時間

食物1
15時間

9 一

木 1 1
25時間

木工 1
10時間
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オ教科書の貸借はやめて、すべて学習プリントを持たせた。

ことがあげられる。

指導計画

時間

男女共学による木材力Ⅱ工1の実践

5

2

木材の組織と特徴、改良木材の特徴を知る

技術と生活の関係について知る

習

2

斜、等角投号3法で立体が表示できる

⑤

活

2

動

作品の構想をまとめ、構想図を描く

4

4

^

づプ

部品図、工程表を作成する

4

正確な木取り作業ができる

留

部材を仕上がり寸法まで削る

0教科＼の導入

0実験的手法や観察などを多くし、木材と改良木材の
特徴を十分に認識させる。

0簡単なものから多少複雑なものまで、模型を準備し
ておく。

目標分析表

ヒント

正確に組立て

木材と生活の関係について考える

0個人の製作経験を参考にして、構想上のヒントを与
える。

能力

内容

修正

塗装をする

事

(製作段階のみ)

0 グラフ用紙にかかせる。
0作業の安全について注意する
0のこぎりびきの前に相互に点検させる。
0治具の正しい使い方
0かんながけの練習を簡単にさせる。

項

知識

①さしがねと直角定規の
正しい使い方がいえる。

⑤両刃のこぎりの各部の
名称と、正しい使い方が
いえる。り

. 理解

0塗装は簡単な手法でする。

⑨かんなの各部の名称と
正しい使い方がいえる。

⑫能率よく、くぎうち接
合ができる。

②木取り寸法と仕上り寸
法の差がある理由かいえ
る。

⑥のこ刃の構造と切削の
しくみの関係から、合板
は横びき刃で切断するわ
け力丸、える。

知

⑭ボール盤の操作方法が
いえる。

⑰製作図を見て組立ての
順序がいえる。

⑱くぎうち接合で留意す
べき点かいえる。

考

⑩かんなの切削のしくみ
について説明できる。

基

③さしがね、直角定規を
使ってけがきができる。

⑦けがき線にそってのこ
ぎりびきができる。

⑳下地づくりの目的がい
える。

⑳ハケによる塗装のしか
たがいえる。

本

技

操 作

⑪かんな刃の刃先の調整
ができ、仕上り寸法まで
のかんながけができる。

⑫部材の検査と修正がで
きる。

⑮ダボ穴の位置のけがき
ができる。

⑯ボール盤で下穴をあけ
ることかできる。

発

④大きな需オから順に無
駄のないけがきができる。

⑧材質に応じたのこぎり
びきができる。

能

展 操

⑲ダボを正しく取付けで
きる。

⑳接合部のけがきができ
くぎ打ちかできる。

⑳背板の出っは゜りを削っ
て、仕上げができる。

作

⑬材質に応じたかんなが
けができる。
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⑳下地づくりかできる。

⑳ハケによる塗装ができ
る。
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2 授業展開のあらまし

製作に入る前の事前研究として理論学習をした。ここでは、ややもすると無味乾燥な授業に

なるため、ただ知識を伝達するだけではなく、生徒自身が身をもって学習できる場面設定が必

要である。生徒達は、今まで小学校の図画工作などを通して断片的な木との触れ合いはあるが

全体の木としてのイメージは乏しい。その九め、実際に丸太を切断し板を作るという学習を通

して木のイメージを感覚的に高めるようにした。単元の導入として各班に乾燥不十分な丸太を

1本づつ配布し各班で力を合わせて切るようにさせた。丸太が十分に乾燥していると木の摩擦

等の手ご九えがはっきりしないためである。切断には、 A、 B2本ののこぎりを使用させ九。

Aは普通の大きさののこぎりで、 Bは大きなのこぎりである。 Aののこぎりでは、相当手こず

つてい九ようであるが、 Bののこぎりで切断すると意外と簡単に切ることができ驚いてい九よ

うである。このため生徒達は、よく切れるのこぎりと切れないのこぎりがあると言っていたが

これは、後でやるのこぎりのあさりの効用を解く伏線となっている。切断した丸太の断面を観

察させたが、年輪が同心円でないことに驚きゃ疑問をもつ生徒が多かった。
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次に切断した丸太から板材をとるのに木目を予想させた

が、図1のように木裏、木表の木目と木端、木口の木目と

のつながりが合わない生徒が多かった。板づくりは、切断

した丸太をなたで割り、かんながけをさせて作ったが、丸

太が小さいため板目板の小さいのしかできず、木目のつな

がりがわかりにくかった。そこで、木の成長をモデル化し

それを粘士で作り、そのモデルから板をつくり、木目のつ

ながり方を観察させた。これは生徒の目の前で切ることが

でき、木目のつながり方もよくわかり、理解しゃすかった

ようである。

木材の性質では、変形と強度に'、れ、木材の異方性をあ

きらかにした。まず変形では、木材の細胞のレベルまで下

がり、その原因を考えさせた。しかし、これは、生徒にと

つてかなりむずかしかったようであり、もうすこし指導に 図1

王夫が必要であった。次に、変形した板を修正するにはというので、ラワン材の薄板を用いて

実験した。これは短時間で効果があり生徒の視覚に訴えることができた。自分の家にある板を

修正してみようと言う生徒もいたようである。強度では、繊維方向によって強度が違うことを

強度試験機で実際に実験してみた。普通の板材では、繊維方同によって著しい差があるのに対

して、合板では繊維方向にかかわらず一定の強度があることに驚いていた。また、木力鞁断す

る時の機械音はすさまじく、印象深く残ったようであっナこ。次に、上の2つの欠点を改良する

にはどぅしたらよいかというので、合板を考えさせ、改良木材を提示し九。観察用としては、

合板、単板(ベニャ)、パーティクルボード、繊維板を用意した。
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構想の表示と設計では、ほとんどの生徒が立体を正しく書き表わした経験がなく、うまく表

わせない者がいたため、鋤趨三法と等角投景三法を指導し九。練習用の実物模型にも難易を設け

自由に選択できるようにした。しかし、早い者と遅い者との差が目立った。

製作図は、方眼紙に部品図と出来上がり予想図を書かせた。特に線の使いわけ、寸法の三己入

のしかたに重点をおいて指導した。工程表、部品表については、簡単なものを作成させるだけ

にし九。ここでは、特に女子にとっては関心力穂く、あまり面白くなかったようである。指導

のしかナこにもう少しき己慮が必要であると思、われる。

実際の製作活動では、厚さ12朋、幅250肌、長さ1800加の合板を1人に1枚ずっ、背板とし

て、厚さ2.7覗、幅300朋、長さ1800惣の合板を3人に 1枚ずつ与えた。たな板のとりっけは、

とりはずしの便利さを考慮してたなだぽをつけさせることにした。工具類は、男子には、個人

持ちのかんなを使用させ、その他は、すべて学校の物を貸与した。貸与する工具類、特に女子

が使うかんなは充分な手入れが必要であった。

木取り作業におけるけがきでは、材料の合板が、きちんと製材してあったため、ほとんど問

題なくでき九ようであった。生徒も、はじめてにしては、きちんとできたと言う者が多かった。

たまに道具の使い方がまずくて、まっすぐに線をけがくことができない生徒がいたが、これも

徹底して注意していけぱ、まちがいなくできるようになると思、われる。両刃のこぎりの構造に

ついては、実物をルーぺで観察したり、実際に切ったりして、その用途の違い、切削の違い等

を自分で考えるようにした。またあさりについては、普通の両刃のこぎりと、まったくあさり

のついていないのこぎりの2本を用意し、松の丸太を切らせてその手ごたえのちがいを比較さ

せ、あさりの効用について指導し九。それとともに、杉のメL太を大小2本ののこぎりで切った

ことも思い出すようにさせた。のこぎりの起源にも軽く'、れて、のこぎりに対する興味を深め

るようにした。実際の作業では、はじめてやる生徒がほとんどで、曲ったり、斜めになったり

して、まっすぐに切ることができないと思われるため、治具として、あて木とクランプを用

男女共学による木材力旺1の実践

意した(写真2)。これを使用することにより、のこびき

f喋はかなりスムーズにできたようであっナこ。事後のアン

ケートにも、むつかしかったが、おもしろくて、もう一度

やってみたいと答えるものが多かった。しかし、あて木に

沿って切るため、多いクラスで使用する場合、その都度修.、.'経,鷺嵐、鄭
正してやる必要があった。この木取り作業では、教師の演琴嘉捻魚、'。.、紳§趣ミ靈裁無゛j ぎ誤会鯵'
示による作業のしかたをVTRに収録し、わからなくなっ

たら見るようにさせ、 f喋の能率化を図った。 写真2

かんなの調整は、生徒にとって最もむつかしい作業の1つである。特に女子にとっては、か

んなが重いためやりにくかったと思われる。また、刃を出す量もその感じがまっ九くっかめてい

ないため、やらせてみると極端に出ている者がほとんどであった。そのため、治具として、0.2

肌の糸を輪ゴムで固定し、刃を出す基準としナ、ここでは、基準用糸と呼ぶことにした(写真
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3)。この基準用糸を使用することにより、どのくらい出

したらよいかという感じをつかむことができたようであっ

た。この基準用糸は、 2年生男子にやらせてみた結果によ

ると、経験のある者にとっては、不必要であるが、まだ感

じのつかめていない未経験者にとっては、きわめて有効で

あると思われ六。かんなの切削機構については、その様子

を拡大したものがVTRに録ってあっ九ので、これを利用

し、先割れ、さか目、ならい目、木口の場合最後のところ

が割れるということをネ見覚的にとらえさせた。
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練習材(松材)で練習をさせてから実際のかんな削りにはいったが、材料が合板であるため

木口削りだけにした。この場合、木口の厚さ力簿く、削り面が斜めになったり、丸くなったり

することが考えられる。これは、材料の固定がしっかりできないことや、かんなのにぎりの力

不足にあるようである。ま九、木口を削る場合、いっきに最後まで削ると端が欠けるおそれが

あり、途中でかんなを止めて両方から削る必要がある。このため、写真4のような木口削り台

を一人に一台づつ用意した。これにより、かんなを最後までひいても途中で止まり、端が欠け

ることがなく、削り面も直角に削ることができた。かんな削りの作業は、かんなが重いことも

あり、むつかしかったという生徒が多かっ九が、反面、面白かったと答える者も多かった。女

之.・JJ:..'イ.J C...0.・...'.'..CJ .0......コ.ノ. J.J 、..J

子も意外と多くの者が、きちんとできて面白かっ九と答え

ていた。

糸且立てでは、くぎうちのとき、くぎが出たり、曲ったり、

すき間があいたり、直角がとれなかったりするつまづきか

よく見られる。これは、材料の固定がしっかりできないた

め正しい姿勢で作業できないということがーつの原因とし

て考えられる。このナこめ、コーナークランプを用いて材料

エ:÷

. 紗
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写真3

をしっかりと固定するようにした。これにより、打つ方向 写百4

がよくわかり、修正するゆとりがありほとんど失敗がなかった。ま九、くぎうちだけでは接合

力が弱く、ぐらつきがあるため、同時に接着剤を使用することにした。以上により、ぐらっき

がなく、直角のとれたきちんとしナこ接合ができた。

塗装においては、下地作り、目止め、はけぬりの/11頁序で作業をさせた。下地づくりでは、木

ロ、木端面をサンドペーパーできちんとみがくようにさせたができていない者もいた。目止め

では、との粉を用いたが、少なすぎると目止めが不完全で、多すぎるとおとし方力杯十分で、

むらができて仕上がりが汚なくなった者もいた。この作業は、生徒にとって意外とむっかしか

つたようであっ九。目止め剤としてもっと他の方法、たとえぱ、着色目止め等の方法を考慮す

る必要がある。はけぬりは、水性ニスを使用した。このフk性ニスは、高価ではあるが、油性塗

料のような危険性がなく取り扱いやすいという利点があり、安心して生徒に作業をさせること
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ができた。しかし、乾燥に時問がかかる九め、つい生乾き

のまま次のところを塗るためたれ九り、むらができたりす

る生徒もあった。

Ⅳ結果と考察

ロ}一学期末二学期末テストの結果について

一学期末テストは、木材の性質に関する内容を多く出題

し、二学期末テストでは、木工具の使用法などの実技に関

男女共学による木材加工1の実践

1制

する内容を中心として出題した。結果は表2 (50点満

点J の通りで、男子と女子の差異はなかっナこ。これは、

学習プリントを中心とした学習を展開したことが大き

な要因だと思われる。

{2}作品の評価について

作品については、チェックポイントを20項目ほど設

定して、50点満定で評価した。その結果は、表3の通

りで、男女差はなく、点数のは'らつきも小さくなって

いる。多少の時間的な差はあったといえ、全員が提出

期限までに作品をラ毛成させることができたし、形がく

ずれたものが一点もなかったのが今回の特徴であった。

これは、治具の使用により切断ののこぎりびきが直角

にでき九こと。木口のかんながけが、刃先を多少多く

.鱗解拶峯学即'y・叫 会

'.仙'W、'夢'多'四

笠

出していても合板であるがために楽に切削できたこと、 表3

くぎうちも板のわれを心配せずにできたことなどが、要因だとは思、うが、製作が長期間にわたり

りながらも合板であるがために部材が変形しなかったことが第一の要因だ'つたと思う。

(3)興味・関心1こついて

学習に入る前に、技術・家庭科の9領域の中で、学習してみたいものを3つ選択させ九ら、

写真5

一学期末テスト

"

標準偏差

二学期末テスト

木材加工を学習してみたいと答えた生徒は、男子で30

% a位)、女子でも25%(2伽と非常に高い関心

を示していた。学習後に調査した結果によると、表4

のようになり、男女ともに90%近くのものが楽しく、

男
85

28.5

10.2

標準偏差

女
96

表2

実技(作品)評点

27.8

興味をもって取りネ且んだと答えている。なかでも、女 表4

子の反応は、かなり強いプラス傾向を示しているが、これは、これまで類似した経験力沙なか

つたので興味が持続できナこことや、不得手だと思っていたわりには満足のゆく作品ができナここ

となどが要因として考えられる。

男

10.9

84
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フ.フ
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{4}学習の形態について

A、 B班を二度にわたって交替する方法をとっ九が、学期ごとの評定を出すといった面では

それなりの利点があった。しかし、最初にフKI1を学習したA班は、 4ケ月後に実習をすると

いう変al」的なことになり、理論と実技のかみあわせが十分にいかなかった面もあったようだが

その反面で、 B班が先に完成した作品を見て、意欲をもやして実習に取り組む生徒も多く見ら

れた。前半での交替の時期を十分に検討すれぱ、この方式は、今後の実践でも活用できるもの

と,因、う。

{5}男女共学に対する意識の変化について

西山 昇

事前と事後に男女共学に関する意識について同一

のアンケートを実施し九。その結果は、表5の通り

である。わずかに二領壕0時間の共学の実践ではあ

つたが、生徒の意識に与え九影響は予想以上のもの

があった。技術・家庭科における共学は、他教科に

前島安秀

おけるそれとは違って、社会における男女の役割分
ノ__

担の意識を少しずつでも打破してゆく上で大切な意" 3 ' 0 3 『 6 6

味をもっているといえる。 表5

⑥生徒の感想

0はじめてなのに良くできた。用具の使い方(特にかんな)力浮ごわかった(女子)

0作業でいっぱい失敗したがなんともいえない楽しさが伝わった。ボックスができた時、

つの事を最後までやった満足感がでてきた(男子)

0割と上手にできていたのでうれしかった。だんだん形になっていくのがうれしくて待ち遠

しかった。一生懸命作っ九ボックス大切に使い九いと思、います(女子)
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V おわりに

合板を素材として、塗装を含めたポックスの製作を実践してきたが、作品の完成の度合い、生

徒の興味の持続などの観点から見れば、それなりに良い結果が得られたと思、う。しかし、杉の丸

太から板を作る実践やマツ材によるかんながけの練習などを取り入れたものの、合板での製作学

習では十分に指導しきれない基礎的技術が残されたことを痛感させられた。木11での基礎・基

本にかかわる技術や理論を洗い出し、どの場面で、どんな方法で指導すべきかについて今後の実

践で明らかにしてゆきたい。
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